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■ 

英
国
の
公
爵
位
の
中
で
も
最
古
参
と

さ
れ
、
長
い
歴
史
を
誇
る
名
門
の
ノ
ー

フ
ォ
ー
ク
公
爵
家
。
ヘ
ン
リ
ー
８
世
に

よ
っ
て
行
わ
れ
た
英
国
国
教
会
へ
の
改
宗

に
賛
同
せ
ず
、
現
在
も
カ
ト
リ
ッ
ク
信
仰

を
守
っ
て
い
る
一
門
で
も
あ
る
。
今
号
で

は
、
ノ
ー
フ
ォ
ー
ク
公
爵
家
の
居
城
で
あ

る
「
ア
ラ
ン
デ
ル
城
」
を
征
く
こ
と
に
し

た
い
。

　

ウ
ェ
ス
ト
・
サ
セ
ッ
ク
ス
の
小
さ
な

町
、
ア
ラ
ン
デ
ル
を
見
下
ろ
す
高
台
に
建

つ
ア
ラ
ン
デ
ル
城
の
起
源
は
、
11
世
紀

に
ま
で
さ
か
の
ぼ
る
。
ノ
ル
マ
ン
デ
ィ
ー

公
ウ
ィ
リ
ア
ム
が
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
を
征
服

し
、
ウ
ィ
リ
ア
ム
１
世
と
し
て
国
王
に
即

位
し
た
折
に
、
こ
の
地
を
下
賜
さ
れ
た
臣

下
が
要
塞
を
築
い
た
の
が
始
ま
り
だ
。
そ

れ
が
現
在
の
城
の
中
央
、
盛
土
の
上
に
建

造
さ
れ
た
円
形
の
キ
ー
プ
部
分
に
あ
た
る

（
写
真
上
）。
城
主
の
死
去
後
に
城
と
領
地

は
国
王
へ
返
還
さ
れ
た
が
、
１
１
３
８
年

に
王
を
亡
く
し
た
若
き
元
王
妃
が
再
婚
す

る
の
に
と
も
な
い
、
新
た
な
夫
と
な
っ
た

人
物
に
「
ア
ラ
ン
デ
ル
伯
爵
」
位
と
同
地

が
与
え
ら
れ
た
。

　
「
ノ
ー
フ
ォ
ー
ク
公
爵
」
位
を
受
爵
し

た
の
は
１
４
８
３
年
の
こ
と
だ
が
、
王
妃

が
嫁
し
た
１
１
３
８
年
か
ら
現
在
に
至
る

ま
で
一
族
の
血
は
絶
や
さ
ず
に
続
い
て
お

り
、
血
筋
の
断
絶
な
ど
で
後
継
者
が
途
絶

え
、
別
の
一
族
に
よ
り
再
創
設
さ
れ
る
爵

位
が
多
い
中
、
今
の
第
18
代
当
主
ま
で

９
０
０
年
近
く
も
同
族
が
受
け
継
い
で
い

る
爵
位
は
ほ
と
ん
ど
な
い
。

　

長
い
歴
史
の
中
で
同
家
が
も
っ
と
も
権

勢
を
極
め
た
の
は
、
ヘ
ン
リ
ー
８
世
か
ら

始
ま
る
激
動
の
時
代
だ
。
ヘ
ン
リ
ー
８
世

の
２
番
目
の
妻
ア
ン
・
ブ
リ
ン
（
エ
リ
ザ

ベ
ス
１
世
の
母
）
の
母
親
と
、
５
番
目
の

妻
キ
ャ
サ
リ
ン
・
ハ
ワ
ー
ド
の
父
親
は
、

ど
ち
ら
も
第
２
代
ノ
ー
フ
ォ
ー
ク
公
爵
の

子
ど
も
で
姉
弟
に
あ
た
る
。
と
こ
ろ
が
、

ア
ン
・
ブ
リ
ン
、
キ
ャ
サ
リ
ン
・
ハ
ワ
ー

ド
と
も
に
姦
通
罪
に
問
わ
れ
て
斬
首
。
さ

ら
に
、
ヘ
ン
リ
ー
８
世
に
よ
る
宗
教
改
革

に
反
発
し
て
英
国
国
教
へ
の
改
宗
を
拒
否

し
た
こ
と
で
第
２
代
当
主
も
ロ
ン
ド
ン
塔

に
投
獄
さ
れ
た
が
、
王
の
死
去
に
よ
り
処

刑
を
免
れ
た
。
カ
ト
リ
ッ
ク
を
信
仰
し
た

メ
ア
リ
ー
１
世
の
も
と
で
復
権
す
る
も
の

の
、
次
の
エ
リ
ザ
ベ
ス
１
世
の
時
代
に

は
、
同
じ
く
カ
ト
リ
ッ
ク
教
徒
で
あ
る
ス

コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
女
王
メ
ア
リ
ー
・
ス
テ
ュ

ア
ー
ト
と
の
結
婚
と
王
位
簒
奪
を
目
論
ん

だ
こ
と
が
発
覚
、
第
４
代
当
主
は
処
刑
さ

れ
て
い
る
。

　

城
を
訪
れ
る
と
、
今
も
同
家
が
カ
ト

リ
ッ
ク
信
仰
を
守
っ
て
い
る
こ
と
が
随
所

に
感
じ
ら
れ
る
だ
ろ
う
。
城
内
に
は
「
礼

拝
堂
」
と
呼
ぶ
に
は
大
き
す
ぎ
る
ほ
ど
の

荘
厳
な
祈
り
の
場
が
設
け
ら
れ
て
お
り
、

各
部
屋
に
は
公
爵
夫
妻
と
ロ
ー
マ
教
皇
が

並
ん
だ
親
密
な
写
真
が
飾
ら
れ
て
い
る
。

　

歴
史
と
信
仰
へ
の
誇
り
を
持
つ
同
家
だ

が
、
昨
年
大
き
な
悲
劇
が
襲
っ
た
。
５
月

21
日
（
金
）
午
後
10
時
30
分
、
け
た
た

ま
し
い
ア
ラ
ー
ム
音
が
城
内
に
鳴
り
響
い

た
。
警
備
員
が
ダ
イ
ニ
ン
グ
ル
ー
ム
（
晩

餐
室
）
に
す
ぐ
さ
ま
駆
け
つ
け
た
が
、
そ

こ
で
目
に
し
た
の
は
ガ
ラ
ス
が
粉
々
に
割

ら
れ
て
空
っ
ぽ
に
な
っ
た
キ
ャ
ビ
ネ
ッ

ト
。
盗
ま
れ
た
の
は
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド

女
王
メ
ア
リ
ー
が
斬
首
刑
に
処
さ
れ
る
直

前
ま
で
首
か
ら
下
げ
て
い
た
と
伝
え
ら
れ

る
「
金
の
十
字
架
の
鎖
」
だ
っ
た
。「
カ

ト
リ
ッ
ク
の
殉
教
者
」
と
し
て
ま
つ
り
あ

げ
ら
れ
な
い
よ
う
に
、
女
王
の
所
持
品
の

多
く
が
破
棄
さ
れ
た
た
め
、
現
存
し
て
い

る
も
の
は
非
常
に
少
な
い
。
な
か
で
も
、

こ
の
鎖
は
女
王
の
侍
女
を
勤
め
て
い
た
ア

ラ
ン
デ
ル
伯
爵
夫
人
が
、
女
王
の
手
か
ら

受
け
取
っ
た
も
の
だ
と
い
う
。
組
織
的
な

犯
行
で
は
な
く
、
コ
レ
ク
タ
ー
に
よ
る
個

人
的
な
も
の
と
み
ら
れ
て
お
り
、
同
家

は
「
金
銭
的
な
価
値
だ
け
で
な
く
、
歴
史

的
、
そ
し
て
公
爵
家
に
と
っ
て
も
所
縁
あ

る
宝
。
満
足
し
た
後
で
も
い
い
か
ら
、
必

ず
返
却
し
て
ほ
し
い
」
と
願
っ
て
い
る
。

　

ア
ラ
ン
デ
ル
城
は
ロ
ン
ド
ン
・
ヴ
ィ
ク

ト
リ
ア
駅
か
ら
電
車
で
約
１
時
間
半
、
ア

ラ
ン
デ
ル
駅
か
ら
も
徒
歩
で
15
分
程
と
、

公
共
交
通
機
関
で
出
か
け
や
す
い
。
町
に

は
ア
ン
テ
ィ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
や
可
愛
ら
し

い
カ
フ
ェ
の
ほ
か
、
ア
ラ
ン
川
沿
い
に
は

眺
め
の
い
い
フ
ッ
ト
パ
ス
も
あ
り
、
散
策

も
楽
し
め
る
。
こ
の
夏
、
ぜ
ひ
訪
れ
て
み

て
は
い
か
が
だ
ろ
う
か
。

アランデル城を征く
ノーフォーク公爵家の居城
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 The Drawing Room／談話室
ダイニングルームでの晩餐を終えた後、男性たちが喫煙したり、おしゃべりに高じたりする部
屋。その間、女性たちは絵画が飾られたピクチャーギャラリーで芸術品を鑑賞したり、エクササ
イズがてらギャラリーをのんびりと往復したりしていた。

 The Chapel／礼拝堂
アランデル城は18～ 19世紀にかけて、大規模な改修・増築が行われている。カトリック教徒とし
て数々の苦汁を飲まされてきたノーフォーク公爵家だが、一家が安心して祈りを捧げられるプライ
ベートチャペルとして、現在も新生児の洗礼式などはここで行っている。

 The Library／図書室
中世の祈祷書など、カトリック信者ならではの貴重な書物が収められている。スコットランド女
王メアリーとの婚約騒動を起こした、第４代当主トマス・ハワードの処刑を命じるエリザベス１
世の親書も展示されている。幽霊が出る場所としても有名。

 The Victoria Rooms／ヴィクトリア女王夫妻の寝室
1846年にヴィクトリア女王夫妻が宿泊した部屋。城内の寝室は現在も一家がゲストを招く際に提供
されているが、この部屋だけは宿泊を許していない。写真左下にある深い赤色の足置きは「隠しト
イレ」になっており、アルバート公はトイレの近くを嫌がり、ベッドの奥側で寝ていた。

※2022年７月 12日現在

Arundel Castle & Gardens
アランデル城     
Arundel, West Sussex BN18 9AB
Tel: 01903 882173 
www.arundelcastle.org

アラン川

アランデル
Arundel

← 入口はココ
アランデル聖堂

アランデル城

開館時間	：	10 月 31 日まで
	 	 ガーデン 10:00 ～ 17:00 ／キープ 10:00 ～ 16:30 ／ハウス 12:00 ～ 17:00
	入場 料 	：	￡25

アクセス	：	 		アランデル駅から徒歩 15 分
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現在の第 18代ノーフォーク公爵夫人が、ここ 20年ほどで大きく
変えたアランデル城のガーデンは、不思議な魅力に溢れている。
とくにバラ園、一族が眠る教会などを通り過ぎると現れる「The 
'Collecter' Earl's Garden」は異国情緒が漂い、他のカントリーハウ
スのガーデンとは一線を画している。ガーデンは 10時から入場可
能なので（ハウスは12時オープン）、城内を訪れる前にガーデン散
策を楽しむのがいいかも。

アランデル城の
エキゾチック・ガーデン

現公爵夫人が手がけた

まるで古代遺跡の神殿ようなカスケード。「コレクター」として有名だった第 14 代アランデル
伯爵のロンドンにある邸宅「アランデル・ハウス」（現存せず）を模している。

奥に見えるのは、町に建つアランデル大聖堂。第 15 代ノーフォーク公爵が建造したもので、
アランデル城に隣接しており、ガーデンの風景の一部となっている。

熱帯地域を彷彿とさせるトロピカル・パッセージ。このほかに、古い朽ちた切り株を随所に配
置し、シダやコケなどが覆い茂る「スタンペリーガーデン」などもある。


